
志賀消防署 からのお知らせ

　ストーブなどの暖房器
具を使用する時季となり
ました。灯油の流出は、
火災の原因になるばかり
でなく、河川などに流れ
出ると水質が悪化し、魚
類や農作物、水道水など
に大きな被害を及ぼす場
合があります。

※万が一、油流出事故が
発生・発見した際は、
迷わずに消防へ通報し
てください。また、応
急措置として、『元栓
を閉める』、『土嚢等を
使い油が周囲に広がる
のを防ぐ』ということ
も大切です。

防火・救急に関するお問い合わせ
問志賀消防署　☎ 32-1776　　富来分署　☎ 42-1211

除雪による配管の破損を防ぐために目印
を立てておきましょう。また、万一に備
え防油堤を設置しておくと安心です。

除雪による配管の破損を防ぐために目印
を立てておきましょう。また、万一に備
え防油堤を設置しておくと安心です。

地震・台風・落雪に
よる配管破損・脱落
やタンクが転倒しな
いよう固定しましょ
う。

配管やタンクの定期点
検に努めましょう。

ホームタンクなどか
ら灯油を小分けにす
るときは絶対にその
場を離れないように
しましょう。

　

•
弁
護
士  

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　
東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高

等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。

　
現
在
、
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

遺
言
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

Ｑ
：
遺
言
書
を
作
成
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
遺
言
と
し
て
、「
自
筆
証
書
遺
言
」、「
公
正
証
書

遺
言
」、「
秘
密
証
書
遺
言
」
の
３
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
が
、
遺
族
が
素
直
に
感
謝
し
て
遺
言
の
内
容

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
た
ら
よ
い
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

①
公
平
感
を
与
え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

特
定
の
相
続
人
に
全
て
の
財
産
を
相
続
さ
せ
る
と

い
う
遺
言
は
、
争
い
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
、

強
い
て
は
遺
言
を
作
為
し
た
故
人
を
恨
み
、
墓
参

す
る
気
持
ち
も
な
く
な
り
ま
す
。
②
遺
言
の
理
由

を
書
く
こ
と
。
特
に
、
特
定
の
相
続
人
に
全
財
産

を
あ
げ
る
よ
う
な
場
合
は
、「
私
の
介
護
を
長
年
に

わ
た
っ
て
、
献
身
的
に
し
て
く
れ
た
」
な
ど
、
他

の
相
続
人
を
納
得
さ
せ
る
理
由
付
け
が
あ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
③
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
書
く

こ
と
。
例
え
ば
「
私
の
為
に
尽
く
し
て
く
れ
た
妻

に
心
か
ら
感
謝
す
る
」
な
ど
と
書
く
と
遺
言
書
の

印
象
は
良
く
な
り
、
残
さ
れ
た
人
も
故
人
を
さ
ら

に
偲
ぶ
で
し
ょ
う
。
④
相
続
割
合
で
は
な
く
、
具

体
的
な
物
を
指
定
す
る
こ
と
。「
遺
産
の
４
割
は
、

長
男
、
３
割
は
長
女
」
と
い
う
割
合
で
相
続
を
さ

せ
る
と
い
っ
た
書
き
方
は
、
遺
産
分
割
協
議
で
具

体
的
な
配
分
を
決
め
る
と
き
に
も
め
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
、
○
○
所
在
の
不
動
産
は
長

男
に
、
×
×
銀
行
の
預
貯
金
は
長
女
に
と
、
具
体

的
に
指
定
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
⑤
遺
言

書
に
書
い
て
い
な
い
財
産
に
つ
い
て
は
相
続
人
を

決
め
て
お
く
こ
と
。
例
え
ば
、「
遺
言
書
に
記
載
し

て
い
な
い
財
産
が
出
て
き
た
場
合
は
、
誰
々
に
相

続
さ
せ
る
」
と
書
い
て
お
く
と
、
後
日
、
遺
言
書

に
書
い
て
い
な
い
財
産
が
出
て
き
て
も
新
た
に
遺

産
分
割
協
議
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
⑥
日

頃
の
言
動
と
遺
言
書
の
内
容
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
。

生
前
、
父
親
が
「
俺
が
死
ん
だ
ら
こ
の
土
地
は
長

男
の
お
前
に
や
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
遺
言

書
に
は
、「
土
地
は
、
兄
弟
平
等
に
分
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
書
い
て
い
た
の
で
は
、
長
男
も
納
得
で

き
ず
、
兄
弟
間
の
紛
争
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
生

前
の
言
動
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

⑦
こ
ま
め
に
内
容
を
見
直
す
こ
と
。
遺
言
は
、
い

つ
で
も
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
の
遺

言
と
後
の
遺
言
の
２
通
の
遺
言
が
あ
る
場
合
は
、

前
の
遺
言
は
撤
回
さ
れ
、
後
の
遺
言
が
効
力
を
持

ち
ま
す（
民
法
１
０
２
５
条
）。家
族
の
結
婚
、離
婚
、

孫
の
誕
生
な
ど
の
家
族
関
係
の
変
化
に
伴
い
、
内

容
を
見
直
し
て
、
最
新
の
意
思
を
遺
言
書
に
反
映

す
べ
き
で
す
。
⑧
も
っ
と
も
身
近
で
信
頼
で
き
る

人
に
遺
言
書
の
存
在
を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。
死

後
、
誰
も
遺
言
書
の
存
在
を
知
ら
ず
に
発
見
が
遅

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
配
偶
者
、
信

頼
で
き
る
友
人
、
あ
る
い
は
弁
護
士
な
ど
専
門
家

に
存
在
を
知
ら
せ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

⑨
遺
言
執
行
者
を
決
め
て
お
く
こ
と
。
確
実
に
遺

言
を
実
行
す
る
た
め
に
、
で
き
れ
ば
遺
言
執
行
者

を
決
め
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
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「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付してください。当月 27 日までに送付してください。
（連絡先必須）紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。
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－ Lifelong Learning －　生涯学習だより－ Lifelong Learning －　生涯学習だより文芸教室《 新 春 増 刊 号 》

紅
葉
が
裾
野
へ
走
る
高
爪
山　
　
　
　
　
　
　
　

古
森　

真
猿

冷
え
込
ん
で
紅
葉
鮮
や
か
秋
深
し　
　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

湧
き
出い

で

て
大
河
と
成
る
や
石
清
水　
　
　
　
　
　

髙
島　

和
子

稀
に
見
る
キ
ノ
コ
と
出
会
う
雑
木
林　
　
　
　
　

柴
田　

政
行

寒
空
に
紅
葉
今
が
真
っ
盛
り　
　
　
　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

台
風
に
負
け
ぬ
紅
葉
山
を
染
め　
　
　
　
　
　
　

池
田　

洋
子

紅
葉
も
台
風
暴
れ
骨
だ
ら
け　
　
　
　
　
　
　
　

赤
崎　

が
な

何
時
出
る
か
北
の
ミ
サ
イ
ル
太
平
洋　
　
　

み
や
み
ち
さ
か
し

新
婚
さ
ん
今
出
発
の
ベ
ル
が
鳴
る　
　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

太
陽
も
紅
葉
色
し
て
沈
み
行
く　
　
　
　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

出
る
釘
も
頭
叩
か
れ
引
き
下
が
る　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

同
じ
は
な
し
今
日
も
語
り
て
も
ど
り
行
く

　

媼
お
う
な

よ
あ
と
に
草
の
実
こ
ぼ
る　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

信
子

賢
治
の
詩
幾
度
も
よ
み
て
空
か
す
む

　

み
じ
か
き
一
世
い
た
つ
き
ゆ
え
に　
　
　
　
　

池
野
千
絵
子

紅
葉
の
障
子
を
あ
け
れ
ば
目
も
楽
し

　

庭
を
眺
め
て
食
事
す
る
朝　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

正
子

し
ぶ
し
ぶ
と
降
り
つ
ぐ
雨
の
投
票
日

　

逡
巡
の
果
て
誘
は
れ
て
出
づ　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

玉
葱
を
植
え
ん
と
畑
は
薄
日
和

　

雪
虫
ス
イ
と
頬
を
よ
ぎ
れ
り　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

亡は

は母
の
歳
倍
も
生
か
さ
れ
有
難
く

　

泣
い
て
語
り
し
昔
浮
か
び
て　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

刈
り
取
り
の
株
間
に
残
る
落
ち
穂
あ
り

　

拾
ふ
こ
と
な
き
機
械
化
進
む　
　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

名
も
知
ら
ぬ
茶
店
で
会
い
し
婦
人
よ
り

　

も
ら
い
し
花
梨
甘
く
匂
え
り　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

よ
く
で
き
し
蕪
を
す
ぐ
に
鮨
に
漬
け
る

　

娘
よ
ろ
こ
び
土
産
に
も
な
る　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

文
子

飛
行
機
の
飛
ぶ
さ
ま
真
似
て
幼
子
は

　

里
の
祖
父
母
の
喜
び
見
て
い
る　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

年
の
暮
れ
花
咲
か
爺
の
犬
欲
し
い　
　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

狛
犬
は
阿
吽
で
わ
か
る
胸
の
う
ち　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

全
身
で
喜
ぶ
犬
の
お
出
迎
え　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

番
犬
も
家
族
同
様
家
に
住
み　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下
二
三
子

雨
の
日
は
コ
ー
ト
を
着
せ
て
犬
散
歩　
　
　
　
　

山
本　

静
香

被
災
地
で
働
く
犬
に
最
敬
礼　
　
　
　
　
　
　
　

橋
田
明
日
香

体
重
の
増
え
な
い
工
夫
野
菜
食　
　
　
　
　
　
　

炭
谷　

良
子

行
く
度
に
増
え
る
病
名
薬
ま
で　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

へ
ば
り
つ
く
落
葉
ひ
ろ
い
の
暮
し
か
な　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

戸
の
外
は
落
葉
の
ワ
ル
ツ
風
の
息　
　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

の
ど
か
な
る
里
山
輝
ら
す
冬
茜　
　
　
　
　
　
　

藤
川　

増
野

陽
は
西
に
切
り
絵
の
ご
と
し
秋
の
暮　
　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

竜
神
の
ご
と
き
紅
葉
の
古
木
か
な　
　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

人
影
の
な
き
舫
い
船
神
の
留
守　
　
　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

間
垣
内
物
音
消
え
て
閑し

ず

か
な
り　
　
　
　
　
　
　

粟
津　

岳
陽

束つ
か

の
間
の
夕
映
え
釣つ

る
べ瓶

落
と
し
か
な　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

コ
ス
モ
ス
や
し
な
や
か
に
笑
む
風
の
ま
へ　
　
　

角
谷　

秀
文

蔦つ
た

紅
葉
白
き
ビ
ル
這
ふ
ア
ー
ト
か
な　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

坊
守
の
笑
顔
が
誘
ふ
報
恩
講　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

散
紅
葉
太
古
の
森
の
さ
さ
や
き
や　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

う
つ
く
し
き
能
登
女
煮
大
根　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

史
子

あ
れ
こ
れ
と
胸
算
用
や
冬
構
え　
　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

コ
ス
モ
ス
の
倒
れ
て
よ
り
の
余
生
か
な　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

明
け
の
鐘
遠
く
か
す
か
に
初
時し

ぐ
れ雨　

　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

り
ん
ご
狩
り
幼
き
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち　
　
　
　
　

玉
川
由
美
子

志 

賀 

歌 

会

富
来
俳
壇

「
門
」 

土
筆
の
会

つ
　く
し

西
浦
川
柳
会

貝
が
ら
川
柳
社

無
住
寺
も
人
に
守
ら
る
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

住
み
古
り
て
馴
染
み
い
よ
い
よ
隙
間
風　
　
　
　
　
　

ま
つ
い

川
風
に
波
立
つ
岸
の
枯
尾
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
子

鴨
一
羽
眺
め
な
が
ら
の
足
湯
か
な　
　
　
　
　
　

上
野　

末
子

小
春
日
や
祖
師
聖
人
の
報
恩
講　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

う
す
氷
り
小
雪
の
朝
枯
葉
抱
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ち
こ

新
株
に
二
番
が
雨
に
濡
れ
て
い
る　
　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

幼
児
本
売
ら
れ
思
い
出
彼
岸
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

柿
の
実
の
夕
陽
に
映
え
て
霜
月
に

　

早
一ひ

と
せ年

な
り
民
生
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
雄

集
い
合
い
釈
迦
仏
・
弥み

ろ
く勒

な
ぞ
り
描
く

　

そ
く
さ
い
会
は
霜
月
の
午
后　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

皮
む
き
て
ず
ら
り
と
吊
る
す
の
き
先
の

　

手
も
み
の
干
し
柿
色
変
わ
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

長
年
を
私
と
く
ら
す
マ
リ
モ
さ
ん

　

光
を
あ
て
て
私
を
さ
さ
え　
　
　
　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

年と
し

新
あ
ら
た

老
の
願
い
を
指
お
り
て

　

一
番
星
は
ひ
孫
の
生げ

ん
き育　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
子

大
徳
寺
妹
と
詣
で
し
紅
葉
の

　

厳
し
き
庭
に
見
と
れ
て
佇た

ち
ぬ　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

傘
寿
過
ぐ
我
の
歩
幅
に
寄
り
添
え
る

　

二
人
の
弟
古
稀
を
過
ぎ
た
り　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

こ
ぼ
れ
種
む
れ
咲
く
畑
の
百
日
草

　

夕
日
に
映
え
て
明
る
さ
た
も
つ　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
こ

涅
槃
図
に
命
の
尊
さ
気
付
か
さ
れ

　

山
寺
巡
り
て
心
和
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
崎
み
の
り

さ
つ
ま
い
も
出
荷
を
終
え
て
コ
ロ
柿
の

準
備
の
納
屋
に
満
月
の
冴
え　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

柊
の
香
り
の
な
か
に
歩
の
と
ま
り

　

白
き
花
む
ら
碧

あ
お
ぞ
ら空

の
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦
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確定申告
町県民税申告

【注意】
※所得税および復興特別所得税の確定申告の必要がな

い場合でも、所得税および復興特別所得税の還付を受
けるためには、確定申告書を提出する必要があります。

公的年金所得のある人へ
　公的年金などの収入金額の合計額が 400 万円以
下で、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が

20 万円以下である場合には、所得税および復興特
別所得税の確定申告書を提出する必要はありません。

七尾税務署の確定申告開始は 
２月 16日㊎ から

　七尾税務署における確定申告会場の開設日は、２月
16 日㈮です。開設日以降、３月 15 日㈭までの期間（土
日祝日は除く）にお越しください。なお、受付時間
は午前 9 時から午後 4 時までです。混雑状況により、
午後 4 時前であっても受け付けを終了させていただ
く場合があります。

※町の税務課職員による申告相談の日程については、
次号の広報しかに掲載予定です。

障害者控除を受けるための
「認定書」を交付します
　障害者手帳がなくても、「障害者控除対象者認定書」
により、本人および扶養者の所得税や住民税で障害者
控除を受けることができます。税の申告の際に認定書
を提出または提示してください。
　認定書の交付を受けるには申請が必要です。また、
前年以前に交付された認定書は、本人の状態が変わら
なければ引き続き使用することができます。

対象者
要介護認定または要支援認定を受け、寝たき
り状態や認知症など、身体上または精神上の
障がいの程度が一定の要件に該当する人

申請場所 健康福祉課介護支援担当　☎ 32-9132
富 来 支 所 総 合 窓 口　  ☎ 42-1111

必要なもの 印鑑

その他 手数料は無料、認定書は後日郵送

【事業主の皆さんへ】給与支払報告
書の提出はお早めに

　平成 29 年中に従業員に給料などを支払った事業主
は、給与支払報告書（１人につき２部）に総括表を添
えて、志賀町税務課に提出してください。

提出期限 １月 31 日⺢　

【特別徴収のお願い】
　所得税の源泉徴収義務のある事業者は原則、町県民
税の特別徴収を行う必要があります。特別徴収がまだ
の事業者は、特別徴収を行ってください。

平成
29 年分 

㉄税務課　☎ 32-9142

医療費控除の明細書添付義務化

　平成 29 年分の確定申告から、医療費の領収書の提
出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要と
なりました。

【注意】
※明細書に記載の医療費の領収書は自宅で５年間保存

する必要があります（税務署から求められたときは、
提示または提出しなければなりません）。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付する
と、明細書の記入を省略できます（「医療費通知」と
は、医療保険者が発行する医療費の額などを通知す
る書類で、所定の事項が記載されたものをいいます）

※平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告につ
いては、医療費の領収書の添付または提示によるこ
ともできます。

マイナンバー（個人番号）の
記載に注意してください

　今回提出する平成 29 年分の確定申告書には、

マイナンバーの記載と本人確認書類（マイナ
ンバーカードまたは通知カード＋運転免許証
など）の提示または写しの添付が必要です。

　各種申請書や届出書の提出の際にも、マイナンバー
の記載と本人確認書類の提示または写しの添付が必要で
す。

★詳しくは・・・ 検索­国税庁　マイナンバー
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青色申告決算説明会の
お知らせ（七尾税務署）

　税務署では、正しい決算・申告をしていただくため、
決算の仕方・決算書（収支内訳書）の作成などに関す
る説明会を開催します。

寄附金・義援金を支払った人へ
　個人が寄附金・義援金を支出した場合、確定申告を
行うことで、所得税や復興特別所得税が還付される場
合があります。
　なお、確定申告が不要な給与所得者などは、ふるさ
と納税先に特例の申請をすると、ふるさと納税に係る
寄附金控除について確定申告を行わず、受けることが

できるふるさと納税ワンストップ特例制度が
あります。該当する人は、確定申告をしなくても住民

税からの控除で税が軽減されます。
　ただし、ふるさと納税ワンストップ特例制度を利用

した場合でも、確定申告する場合には、ふるさと納税

の金額を寄附金控除の計算に含める必要があります。

対　象 青色申告者（事業所得のある人）

日　時 １月 16 日㊋　
13:30 ～ 15:30

１月 18 日㊍　
13:30 ～ 15:30

場　所 羽咋すこやか
センター２階研修室

七尾商工会議所
2 階大ホール

講　師 北陸税理士会七尾支部
松永 有史 税理士

北陸税理士会七尾支部
谷内 米一 税理士

問七尾税務署　☎ 0767-52-3381

■固定資産税の課税対象となる償却資産とは ･･･
　土地や家屋以外の有形の固定資産で、事業の用に供することができる資産です。
　※電話加入権、漁業権、特許権その他の無形減価償却資産は除く

平成
30 年度 償却資産（固定資産税）の申告は１  月31日⺢ まで

志賀町内に償却資産を所有する事業者は、平成 30 年１月１日現在の所有状況を申告してください。

　※前年度申告した人には、12 月下旬に申告書などを送付しています。
　※今年度初めて申告する人は、申告記載用紙を送付しますので、税務課まで連絡してください。

■注意してください
　申告すべき事項について虚偽・過少の申告をした場合や
正当な理由がなく申告をしない場合、罰金または過料を科
せられることがあります。

※償却資産申告書への個人番号（マイナンバー）・法人番
号の記載にご協力をお願いします

■「適正かつ公平な課税」に向けた実地調査
　事業所を訪問して帳簿・現物照合調査や質問などをする
ことがありますので、協力をお願いします。
　実地調査に伴って修正申告をする場合、資産の取得時期
に応じて遡及することがあります。

【償却資産の種類と具体例】
種　類 主な償却資産の具体例

構 築 物 受変電設備、駐車場のフェンス、舗装路面、庭園、緑化施設、広告塔など

機 械・ 装 置 工作・木工・印刷・土木建設機械（ブルドーザー、パワーショベルなど）
各種産業用機械および装置、太陽光発電設備（太陽光パネル、架台など）

船 舶 モーターボート、漁船、貨物船など

航 空 機 飛行機、ヘリコプター、グライダー、飛行船など

車両・運搬具 構内運搬車、運搬台車など
※自動車税・軽自動車税の課税対象とならないもの

工具器具・備品 パソコンなど OA 機器、事務机、応接セット、各種自動販売機、医療機器、
理美容機器、エアコン、陳列ケース、厨房機器、その他業務用の備品など

◆自宅で太陽光発電する個人も
対象になる場合があります

【個　人】
　住宅の屋根・土地などに発電量

が 10 キロワット以上 の太陽光
パネルを設置して 売電 をして
いる場合、設置した太陽光パネ
ルなどの設備は償却資産の対象
ですので、申告をお願いします。

【法人、個人事業主】
　売電の有無、発電量の多少に関

わらず申告が必要です。
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

休館日 　    １月８日(月・祝）・15日㈪・22日㈪・29日㈪
開館時間　志賀  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00
　　　　　富来  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○『注文をまちがえる料理店』　　　　　　　　　小国　士朗
　まちがった注文で料理が出てきたらあなたはどうしますか。ま
ちがえることを受け入れて、まちがえることを一緒に楽しむ。「認
知症を抱える人」が接客する不思議なレストランのものがたり。
読んでいて、楽しく温かな気持ちになる本です。

○『図解でよくわかるタネ・苗のきほん』　　　日本種苗協会
　あらゆる作物の元になる「タネ・苗」について、家庭菜園での
利用法などを図や写真でわかりやすく紹介しています。

◆新着の本◆
【一般書】

○彼方の友へ 伊吹　有喜
○銀杏手ならい 西條　奈加
○ねこ町駅前商店街日々便り 柴田よしき
○痴漢冤罪 新堂　冬樹
○大獄～西郷青嵐賦～ 葉室　　麟
○ノーマンズランド 誉田　哲也
○呉漢　上・下 宮城谷昌光
○かるい生活 群　ようこ
○島抜けの女 佐伯　泰英
○生涯一度は行きたい

春夏秋冬の絶景駅 100 選 越　　信行
【児童書】

○おさかなどろぼう いしい  ひろし
○小学校では学べない一生役立つ読書術 齊藤　　孝

◆新着の DVD
○ＳＨＯＲＴ ＭＯＶＩＥ ＣＲＡＳＨ 有村架純 ほか
○がんばれ !! きかんしゃトーマス ア ニ メ

◆新着の CD 

○イロハ 1997-2017 ゆ ず
○コンプリート・シングルコレクション 山口　百恵

年末年始：12 月 28 日㈭から～１月４日㈭

１ / 13 � 13:30 ～ １ / 14 ㊐ 14:00 ～ １/ 17 日⺢ 10:30 ～
　　31 日⺢ 10:30 ～ １ / 28 ㊐ 14:00 ～

新春お茶会
　 気 軽 に お 茶 を 楽 し み ま
しょう。
　保護者の方もご一緒にお
楽しみください。

指導：中森　昭美先生

科学教室
（静電気の不思議）

　冬になるとおこりやすい
静電気を実験しよう。

講師：北陸電力職員
定員：15 組
対象：小学生

親子リトミック遊び
　松本有美先生の指導で親子
リトミック遊びを行います。
　音楽に合わせて親子で楽
しく体を動かしましょう。
指導：松本  有美　先生
定員：15 組
対象：乳幼児親子

いろいろゲ－ム
　ダ－ツや魚つりなどいろ
いろと・・・・
　みんなでたのしみましょ
う。

定員：15 人
対象：小学生

開館時間　9:00 ～ 17:30
問志賀町児童館　☎ 32-1724

休館日　８日 ( 月・祝）・21 日㈰
年末年始 12 月 29 日㈮～１月３日㈬

  　　
新年あけましておめでとうございます。
～志賀図書館～
新年のお楽しみ！福ＢＯＯＫあります。
３冊セットで貸出し、中身はお楽しみに♪

おはなし会　
　1月17日㈬
　16:00 ～ 17:00

ボランティア
おはなし会 
１月27日㈯　14:00 ～

場所：１階絵本コーナー
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